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(1) 全国の作業環境の現状について 

 

    全国各港の作業環境の中で「潜在的危険」が潜んでおり、特に細心の注意が 

    求められる事例、また厳しい状況下での作業事例を紹介する。 

  

   ＊各事例の回答会員数（合計）  ５０社 （４９港）  回答率 ７５％ 

            

支部名 回答会員 港 数 

北海道支部 ７社 ８港 

関東支部 １４社 １５港 

関西支部 １７社 １４港 

九州支部 １１社 １１港 

 

 

 （１） 

 

 

 ① 陸地に設置された係船柱 

   岸壁から離れた陸地に設置された係船柱。 岸壁上では車両の往来もあるため、 

特に夜間の走行には細心の注意が必要。 

                                       （類似事例  １９港 ４０％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

         【事例写真①-１】               【事例写真①-２】 

                                                    （２） 



 

 

 

②係船柱周辺だけの整備 

  岸壁から離れた位置に係船柱を設置、岸壁から係船柱の間は舗装がされておらず、 

  雨天後は水溜りが発生、ぬかるみ状態となる。 

（類似事例 １８港 ３８％） 

 

 

 

 

 

 

 

         【事例写真②-１】                   【事例写真②-２】 

                                                    （３） 

 

 

 

 ③段差のある高所の係船柱 

  岸壁より１．５ｍ上に設置された係船柱、作業エリアが極端に狭く作業が困難 

                                     （類似事例 １２港 ２５％） 

 ④岸壁奥に設置された係船柱 

  係留索を岸壁に引き上げ、階段を上り係船柱に掛ける作業、本船が係留索を 

  巻き取る際、階段等に引っ掛かる。       

                                     （類似事例 １７港 ３５％） 

 

 

 

 

 

 

       【事例写真③-１】                 【事例写真④-１】 

                                                    （４） 

水溜り 
泥濘 



 

 

 ⑤ 係船柱の背後地に荷役関連資材が仮置き 

   荷役に関連した機材やコンテナが置かれている事が多い、作業に支障がある 

   場合は関係先（船舶代理店等）を通じて対応をお願いするが、中々改善されず 

   作業船から係留索を受け取ったあと車両が使用できない。 

                                    （類似事例 ８港 １７％） 

 

 

 

 

 

 

 

       【事例写真⑤-１】                  【事例写真⑤-２】 

                                                    (５) 

 

 

 

 ⑥ 垂直型係船柱による合い取り 

   本船が両隣に接岸する際、両船の係留索を同じ係船柱に取る。 先取りした本船の 

   係留索を、後取りの本船係留索が跳ね上がり、先取りした本船係留索が外れること 

   がある。                    

                                       (類似事例  ９港 １９％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

       【事例写真⑥-1】                   【事例写真⑥-２】 

                                                    （６） 

中抜け繋留 

繋船ロープ 



 

 

⑦フック型係船柱 

  LNG 船、LPG 船等の「危険物専用岸壁」で用いられている。緊急離岸時には単純 

  な操作で一斉リリースできる仕組みとなっている。 

                                    （類似事例 １９港 ４０％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

         【事例写真⑦-1】                   【事例写真⑦-２】 

 

                                                    （７） 

 

 

 ⑧ 変形型係船柱 

   両サイドの岸壁に接岸できるようにコーナーのみ設置されている。 この形状では 

   中抜き係留に不適合、係留索が噛んでしまい外せなくなる。 

                                       （類似事例 ４港 ８％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

       【事例写真⑧-１】                    【事例写真⑧-２】 

                                                    （８） 

 



 

 

⑨ 水没する係船柱 

  岸壁の一部形状が凹型となっている。 受け入れ本船の船尾係留位置にあるため 

  係船柱だが、満潮時には水没状態となることがある。右写真は傾斜している導流堤 

                                      （類似事例 ６港 １２％） 

    

 

 

 

 

 

 

         【事例写真⑨-１】                   【事例写真⑨‐２】 

                             

                                                    （９） 

 

 

 

 ⑩ 高台（櫓）上にある係船柱 

   隣接する内航船に接触しないように高さ１５ｍの高台（建物）に設置されている。 

係留索の巻き上げは屋上のキャプスタンによって巻き上げる。 

                                     （類似事例 ３港 ６％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

        【事例写真⑩-１】                 【事例写真⑩-２】 

                                                    （１０） 

 



 

 

 ⑪ 長周期動揺低減システム 

   船首（ヘッドライン）と船尾（スターンライン）の位置に係留索の巻き取り機が設置 

   されている。船体動揺量を測定して、動揺低減効果を測るシステム。 

                                        （類似事例 ２港  ４％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

       【事例写真⑪-１】                  【事例写真⑪-２】 

                                                    （１１） 

 

 

 

 ⑫ 狭小スペースでの作業 

   コンテナ船は接岸の完了前から荷役を開始するケースが多い。作業車両も集結 

   してくることによって繋船作業のスペースが極端に狭くなる。係留索が張り詰めた 

   際、避難エリアの確保は難しい。 

                                    （類似事例 ３２港 ６７％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

        【事例写真⑫-１】                 【事例写真⑫-２】 

                                                    （１２） 



 

 

⑬岸壁下の空洞、または串刺し状 

 消波目的で岸壁や桟橋下が空洞（または串刺し）状となっている。 作業船はこのような 

 場所での作業は沖からのうねりや本船の蹴り波の影響で作業船自体が潜り込んでしまう 

 恐れがある。                            （類似事例 ４４港 ９０％） 

 

 

 

 

 

 

 

                       

          【事例写真⑬-１】                   【事例写真⑬-２】 

 （１３） 

 

 

 

 ⑭ドルフィン岸壁、中段に取り付けられたフック型係船柱 

  事例写真⑭-１は当初、船型が限定された本船を受け入れるために造られたドル 

  フィンバースに、後に異なった船型の船の専用バースとするため、中段にフック型 

  係船柱が取り付けられた。 狭いスペースでお係留索の引き揚げは相当な人力を 

  必要とされる。                          （類似事例 ４港 ８％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

       【事例写真⑭-１】                   【事例写真⑭-２】 

 （１4） 



 

 

⑮不安定な足場での浮標係留 

  事例⑮-１はドルフィンバースに大型タンカー船の船尾スターンラインを浮標ブイに 

  係留中、ワイヤーロープの張りでブイが傾き、繋船作業員の足元が非常に不安定 

  になる。 事例⑮-２は浮きドックの係留作業、狭いスペースでの作業は作業同士の 

  連携が欠かせない。                        （類似事例 ７港 １４％） 

 

 

 

 

 

 

 

                       

         【事例写真⑮-１】                   【事例写真⑮-２】 

（１5）  

 

 

 

 ⑯着脱式車止め 

  普段、ビス止めされ岸壁に設置されているが、RORO 船が接岸する際には 

  ランプウエイの開閉のため取り外す必要がある。出港後は元に戻す。 

                                    （類似事例  ８港 １６％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

       【事例写真⑯-１】                 【事例写真⑯-２】 

（１6） 

約２５ｍ幅 



 

 

⑰岸壁手前の浅瀬 

  事例⑰-１は、岸壁から手前 1.5ｍは浅瀬のため、干潮時の作業ともなれば作業船は 

極端に慎重になる。 事例⑰-２は消波ブロックを跨いでの係留索の受け渡し、沖からの 

うねりでバランスを崩し、船底を損傷させるケースがある。    （類似事例 ２３港 ４７％） 

 

 

 

 

 

 

 

    【事例写真⑰-１】         【事例写真⑰-２】          【事例写真⑰-３】 

 

（１7） 

 

 

 

 ⑱観光客の落下防止 

  普段はボラードとチェーン柵を設置されて観光客や散歩の市民の海中落下の防止策を 

  講じている。主に客船が利用するが入港前に係船柱付近の設備を取り外している。 

                                       （類似事例 ７港 １４％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

           【事例写真⑱-１】                  【事例写真⑱-２】 

 （１８） 



 

 

 ⑲ 工事現場での繋船作業 

   工事中の岸壁を使用することがある。 事例写真⑲-１の手前の係船柱を船首、 

   船尾の係留索を取り、工事箇所より奥側に係留させる。 事例写真⑲-２のように 

   簡易足場で繋離船作業を行うこともある。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

          【事例写真⑲-１】                  【事例写真⑲-２】 

 （１９） 

 

 

 

 ⑳ 積雪時の危険 

   積雪時は岸壁の境界線に雪庇が発生する。 車止めが全体に埋まってしまう。 

   吹雪下で視界が悪い状態では、更に危険が伴う。    (類似事例 ８港 １６％) 

   事例写真⑲-２は数年に一度オホーツク海から「流氷」が流れ着き、港全体が麻痺 

   状態となる。 

 

 

 

 

 

 

       

 【事例写真⑳-１】                   【事例写真⑳-２】 

 （２０） 



 

 

 

(2) 作業船の作業実態について 

（継続議題） 

作業船による作業時の危険事例 

 

 

 

 

 （２1） 

 

 

 

〇 過去３年間以内に発生した作業船トラブル件数（４７社回答/７６件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２２） 

 

ケース１ ２７件 ３６％ 

ケース５ ４件 ５％ 

ケース４ １０件 １３％ 

ケース３ １５件 ２０％ 

ケース２ ２０件 ２６％ 



 

 ① 作業船の作業に係る危険要因（１例） 

   ケース１ ファーストロープ２本繰り出し時の危険事例（２７件 ３６％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２３） 

 

 

 ② 作業船の作業に係る危険要因（２例） 

   ケース２遠距離からの係留索繰出しによる危険事例（２０件 ２６％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２４） 

 



 

 ③ 作業船の作業に係る危険要因（３例） 

  ケース３ 突然のエンジン始動で起こる危険事例（１５件 ２０％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２５） 

 

 

 ④ 作業船の作業に係る危険要因（４例） 

  ケース４ 本船の操船、又は設備故障による危険事例（１０件 １３％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２６） 

 



 

 ⑤ 作業船の作業に係る危険要因（５例） 

  ケース５ 係留索を一気の投下による危険事例（４件 ５％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２７） 

 

 

〇 協会としての対策    船舶に対する啓蒙活動を実施する方針 

 

 ①係留索（ファーストロープ）の１本づつの 

送り出しのお願い。 

 

 ②岸壁前で突然のエンジン再始動によって作業 

船がどのような危険な状態に陥る可能性がある 

のか。 

   

  上記対象となる本船にリーフレットを配布する。 

 

 

 （２８） 

 



 

（３） 荒天（吹雪）下の作業（動画） 

 

 

 

 

                                【内航セメントタンカー船 ４，９００屯】 

                              

 

 

     【内航油タンカー船 ９９９屯】 

 

 

 

 

 （２９） 

 

 

 

 

ご清聴ありがとうございました。 
 

 

 

 

 

日 本 繋 離 船 協 会 

 

 

 （３０） 

 


